
  

オホーツク管内の子どもたちが、いじめのない明るい学校づくりに向けた主体的な取組についての話し合い等を通して、望ましいコミュニケーションの在り方
について考える「児童生徒仲良しコミュニケーション活動奨励事業」を今年度も実施いたしました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

令和元年度オホーツク管内児童生徒仲良しコミュニケーション活動 

  
令和元年８月８日（木）～９日、ネイパル 

砂川を会場に「どさんこ★子ども全道サミッ 
トを開催し、オホーツク管内を代表して、 
北海道北見緑陵高等学校３年佐藤爽太さんが 
参加し、全道から集まった生徒同士で、いじ 
めに対する考え方やいじめ防止について意見 
交換を行いました。今年度の「オール北海道 
共通テーマ」は「一人一人の良さを生かすた 
めに、他者との関わり合いを大切にしよう！」 
に決まりました。 
 
このテーマを下に、各地区で明るい学校や 

地域づくりに向けた具体的な取組について進 
めていくことが確認されました。 

どさんこ★子ども全道サミット 

  
令和元年10月５日（土）、北海道北見緑陵 

高等学校を会場に「どさんこ☆子ども 
オホーツク地区会議）」を開催し、「どさん 
こ★子ども全道サミット」に参加した北見緑 
陵高校佐藤爽太さんと実行委員（北見緑陵高、 
網走桂陽高）が中心となり、「『いじめ防止』 
に向けたオホーツク管内の行動宣言」につい 
て協議し、意見をまとめました。 
 
 小・中・高校生あわせて72名が参加した会 
議では、異校種混合のグループになり、いじ 
めを防ぐために、これから自分の住んでいる 
町、学校でどのようなことをしていきたいか 
考えました。 

どさんこ☆子ども地区会議 

  
 令和元年10月５日（土）、どさんこ☆子ど 
も地区会議の中で「管内別成果交流会」を開 
催し、北見市立高栄中学校３年中川真緒さん
が、昨年度の「どさんこ★全道サミット」や
「どさんこ☆子ども地区会議」の協議を踏ま
え、学校だけでなく地域全体でいじめ防止に 
取り組んだ北見市立高栄中学校の取組「中高 
生のスマホ・メディアルール『みんなで守ろう
かしわもち』」について発表しました。 
 
参加者は異校種混合のグループになり、こ 

れまで行ってきた、又は現在行っている自分 
たちの学校のいじめを防ぐ取組について交流 
しました。 

管内別成果交流会 


